








２０２５年度２月入試　大学院入試問題　解答または解答例

    　　経営学　        専攻　　　　　　　　領域（ 博士前期/修士・博士後期・前後期共通 ）

試験科目： 専門科目 （    経営学     ）

問題１（１）

学術研究成果の商業化とアカデミック・アントレプレナーに関する知識を前提に、 個人属性の理解と

大学発ベンチャーの生成・成果との関連の説明の観点から採点する。

記述式の問題においては、 「機会認識」「リスク」「起業家精神」「社会関係資本」「人的資本」

「ネットワーク」等のようなキーワードが入っていればよい。 個人特性が成果に影響する点が書かれ

ている点を評価対象とする。 代表的議論を一つ取り上げ、その内容が説明されているかを確認する。

問題１（２）

学術研究成果の商業化と大学発ベンチャー促進に関する知識を前提に、 大学マネジメントの制度設計

の理解と起業促進との関連付けの観点から採点する。

記述式の問題においては、 「起業家的大学」「第三の使命」「TLO」「インセンティブ制度」等のよ

うなキーワードが入っていればよい。 大学レベルの仕組みについて書かれている点を評価対象とする。

代表的議論を一つ取り上げているかを確認する。

問題１（３）

学術研究成果の商業化とアカデミック・キャピタリズムに関する知識を前提に、 公共性の観点からの

批判の理解と当該議論に対する立場の明示の観点から採点する。

記述式の問題においては、「市場化」「私有化」「研究の自由」等のようなキーワードが入っていれ

ばよい。代表的議論を一つ取り上げているかを確認し、賛否が書かれている点を評価対象とする。

問題２（１）

この問題に対する解答にはさまざまな方向性が考えられる。その方向性の１つについて、ここでは記

述する。

第1に、本研究の目的を明示する。たとえば、「日本の製造業企業を対象に、企業の海外進出の程度

（海外展開の深さ・広がり）がどのような要因によって規定されるのかを、定量的実証分析によって

明らかにすることを目的とする」などが考えられる。

第2に、仮説を提示する。具体的には、競争優位性および他企業の海外進出行動の影響という二つの観

点から仮説を構築する。たとえば、Hymer（1960）の議論に依拠し、企業が海外で事業を展開するため

には所有優位性が必要であるとの前提から、企業の所有優位性（技術力や差別化能力など）が高いほ

ど海外進出の程度は高まるという仮説を設定する。

第3に、仮説を検証するための変数設定を行う。説明変数として、企業規模、技術力、差別化能力、資

金力などを設定する。技術力については研究開発費比率、差別化能力については広告宣伝費比率、資

金力についてはキャッシュフローや自己資本比率などで測定することを提起する。従属変数である国

際化の程度については、海外売上高比率、海外子会社数、進出国数といった複数の測定方法が考えら

れる。加えて、企業特性や産業特性などを統制するための制御変数についても言及するとさらに望ま

しい。

最後に、以上の変数を用いて定量的分析を行う方法について述べる。具体的には、企業データを用い
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しい。

最後に、以上の変数を用いて定量的分析を行う方法について述べる。具体的には、企業データを用い

た統計的手法により仮説を検証する枠組みを提示する。

問題２（２）

企業の海外進出における立地選択については、まず交通網や制度環境などの社会インフラが充実した

地域を選択する傾向がある点を指摘する。社会インフラは取引コストを低減し、安定的な事業運営を

可能にする基盤であることを示す。しかしながら、立地選択はそれだけでは説明できず、不確実性と

正当性に対処する複合的な意思決定である点について言及する。

そのうえで、こうした不確実性および正当性に影響を及ぼす要因として産業集積に着目する。まず、

産業集積が外部性をもたらすことを示し、とりわけ知識のスピルオーバーやサプライヤーの共有と

いった効果が企業にどのような便益を与えるかについて論じる。

次に、産業集積が立地選択へ与える影響として、外部性の経済的効果に加え、不確実性の低減効果お

よび正当性の確保効果という二つの側面について言及する。具体的には、ある立地に多くの企業が進

出していることが観察学習を可能にし、制度環境や市場に関する情報の取得を通じて不確実性を低減

する点を示す。さらに、立地選択は正当性の問題でもあることを指摘し、既に同業他社や同一本国企

業が存在する地域に立地することが、「外国企業にとって適切な場所である」という社会的認識を強

化し、政府や取引先からの信頼を獲得しやすくすることを論じる。

以上の観点から、産業集積が海外進出における立地選択へ与える多面的な影響を整理する。
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